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あらまし：2010 年より，栄養士を目指す学生の食材についての知識を深めるために，学内に設けた簡易

菜園において農業体験を実施している．活動の広まりとともに，珍しい品種の栽培や作業への負担からの

途中辞退など，学生から寄せられる要望も多様化している．これらを踏まえ，多様な品種の栽培に対応す

るとともに日常管理にかかる手間の低減を目指して，ワンチップマイコンによる小型ハードウェアと学内

LANを用いて制作する栽培支援システムを取り入れた，新菜園の構築を目指している． 
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1. はじめに 

栄養士になることを目指しているにも関わらず，

食材に関しての知識が乏しい学生に多く接している．

卒業後の学生は栄養士として，食育などの場で食の

エキスパートとしての活躍が求められており，何ら

かの対策が必要と考えていた．そこで 2010年より学

生有志とともに学内に簡易菜園を設け，自分たちで

栽培した作物を用いた調理をおこなう活動を通じて，

食材の知識を深める事を目的とした食農教育を実施

している． 

この活動を開始して６年目を迎え，規模の拡大と

多様化する要求への対応を目指して，栽培環境の再

整備を進めている．再整備に着手してまだ間もない

ため，多くは今後実現を目指してゆく作業である．

教育の幅を広げるために検討していることについて

報告する． 

 

2. サークル「プランターズ」での食農教育 

大豆と枝豆は同じものであるか．すべての活動は

学生との雑談での，この問いかけから始まった．未

熟の状態で収穫された大豆は枝豆として食される．

これを知らない学生と，違うものであると信じる学

生の存在に危機感を覚えた．そこで学生有志 15名と

ともに菜園サークル「プランターズ」を結成し，2010

年より野菜栽培用プランター６鉢による学内菜園で

大豆栽培を開始した．大豆と枝豆は同じものである

ことを確認するだけでなく，自分たちで栽培した作

物で調理を楽しみたいとの声から，プランターを増

設して夏野菜の栽培にも取り組むこととなった． 

サークル結成の翌年以降，活動の頻度やメンバー

数に変動はあるものの，本年度は 23名が所属して活

動している．現在の「プランターズ」は，自分たち

で栽培した作物で調理を楽しむことを主な活動目的

としている．年々学生から寄せられる要望に応じて

プランターを増設し，現在ではプランター30鉢，ス

リットポット 20鉢，レイズドベッド 2㎡とともに，

学内の空き地 14 ㎡を土壌改良を施して活用するま

でに菜園を拡張している．またこの活動から派生し

て，オーガニック栽培に特化したサークルの設立や

野菜栽培をテーマにしたゼミナールの実施へと広が

りつつある． 

図 1 現在の学内菜園の様子 

 

3. 規模の拡大にともなう問題 

サークル結成当初は意識の高い学生が多く所属し

ており，管理作業に率先して取り組んでいた．しか

し昨今では，面白そうだからと作物の植え付けや種

まきには喜んで参加するものの，散水や草むしりな

ど日常の管理作業や，植え付け前の土づくりのよう

に手間がかかる地味な作業にはほとんど参加しない

学生が増えている． 

学科での学習活動との両立が困難であることを理

由として，興味はあるものの参加を諦める学生や，

数回の参加で脱退する学生も増えている．規模の拡

大によって作業の対象となるプランター数や用土の
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量が増加したため，１回の活動日での作業量も増大

している．短期大学における過密カリキュラムにお

いては，参加学生のスケジュール調整が困難となり

つつある．学生の栽培活動への興味を損なうことな

く，いかに作業にかかる負荷を低減させるかが課題

となっている． 

これまで学内での活動が禁じられている期間への

対策と学生の負担低減を目的として，市販の散水タ

イマーとビニールパイプを用いて自動散水システム

を手作りし，整備を進めてきた．これにより，散水

忘れから作物を枯らしてしまうトラブルを防止する

ことはできたものの，システムに依存してしまい，

日常の管理作業に取り組まない学生をさらに増やし

てしまうこととなった．枯れてしまったから収穫で

きないという失敗体験をさせることも大切であるが，

収穫して調理するという成功体験をさせることも，

限られた時間での活動においては必要ではないかと

考える．学生の栽培活動への意識を維持しつつも，

作業にかかる負担を低減させる対策が必要である． 

 

4. 栽培環境の再整備 

これまでの経験と学生から寄せられた要望をもと

に，単に省力化を目指すものではなく，学生に対し

ての動機づけと管理コスト低減の両立を目指した新

菜園の整備を計画している． 

新菜園では栽培用ビニールハウスを核とした環境

整備を計画している．従来，冬季には菜園敷地のア

スファルト上にコンクリートブロックで仮設の枠を

設けてトンネル栽培を実施していたが，暖房設備が

無く栽培管理が困難であったため，冬季は活動を休

止していた．ビニールハウスを導入して保温できる

環境を構築するにも，暖房設備とともに燃料費など

ランニングコストが発生するため，限られた活動費

の中では実現困難である．そこで，調理実習での残

菜を活用したバイオベッドをハウス内に設置するこ

とを計画している．バイオベッドは養豚業で豚舎内

の保温と糞尿処理に活用されている．これを応用し，

実習残菜を発酵させた発酵熱でハウス内の保温をお

こなうことを計画している．従来，残菜は廃棄費用

を支払って廃棄物業者により処分されていたが，こ

れの供給を受けることで費用をかけずに実現可能で

ある． 

バイオベッドで発酵させた残菜は堆肥として翌年

の栽培で利用できる．自分たちの実習残菜から作ら

れた堆肥を用いてさらに栽培をおこなうことで，フ

ードリサイクルの環を学内に構築することができる．

これは食材の有効活用への意識を高めることにもつ

ながり，学生に対しての食農教育の一環として有効

ではないかと考える． 

保温設備のあるビニールハウスの導入によって，

栽培作物の種類を増やすとともに冬季での活動が可

能となる．しかしハウス内の温度管理やハウス自体

の破損への対応など，新たな管理作業が発生する．

そこで，栽培管理支援を目的としたセンサーネット

ワークの敷設を計画している．現菜園では翌年の栽

培での参考にするため，温度計を設置して目視で気

温を記録するよう指導しているが，記録忘れが多く

有益なデータは得られていない．この作業をワンチ

ップマイコンと温度センサー等を組み合わせた観測

用小型ハードウェアを制作し，センサーネットワー

クを構築して自動化することを計画している． 

従来農家で用いられていた機器は，作物の収量増

を目指した大規模菜園向けのものが多く，ここでの

活動には適さない．農業への ICT技術活用が進めら

れる昨今，Raspberry Piなど小型ハードウェアを利用

した低消費電力で安価な製品も見られ，小規模な菜

園においても導入が可能となりつつある．これらに

はカメラや無線 LAN インタフェースを持つ製品も

あり，学内 LAN など既設インフラとともに，高度

な監視システムを簡単に構築して活用できることも

魅力である． 

各種センサーにより栽培データを収集し，Webカ

メラ映像とともに遠隔地で菜園の状態を確認できる

ようにすることで，学生が菜園を身近に感じてくれ

るようになることを期待する．また，システムを活

用する IT農業の手法を取り入れることで，学生に単

なる家庭菜園とは違う，新しい体験の場の提供がで

きるものと考えている． 

本年度は新菜園の核となるビニールハウスの設置

とともに，ネットワーク稼働に欠かせない電源確保

のための，太陽光発電設備の設置を目指して作業を

開始している．  

 

5. おわりに 

菜園サークル「プランターズ」での活動は，自分

の手で作り出すという，従来身近で当たり前であっ

たことを取り戻すための活動とも言えるのではない

かと考えている．そのため，できる限り既製品に頼

らず，自作物を取り入れてゆきたいと考える．有志

での活動であるため，環境整備にかけることのでき

る予算は僅かである．日常の栽培管理にも費用が発

生するため，自分たちで少しずつ改良を加えながら，

新環境の実現を目指してゆきたい． 

このような活動経験を持つ学生は少なく，また卒

業・入学によってメンバーの入れ替わりが発生する．

継続するためには，教職員がどのようにサポートを

していくのかも大切であると考えている．学生の意

欲と興味を高めるだけでなく，成功体験と失敗体験

のバランスなど，学生への教育効果も高める配慮も

必要であろう．今後も活動を継続してゆくために，

さらなる検討を続けてゆきたい． 
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